
平和都市宣 言

世明の恒久平相手 入踊;t~の願いである.
しかし砲がら司会日IJJう胆界の1¥さ旬、阻厩争晶君"を隠らみ、

民こ憂慮にたえtJ~\'
わh'面I<t{sーの匝盟国として、阻耳畠の母ろしさと、蔽哩吉町置

しみを主位界の人々 に闘え、再(/fi;11;"/:!院の修日をIiり返して{l
忽ら砲し"
在四子市岡市民の主命と'l/主を守るた肱し明官るEのいあ、忽る

m買置に対しn，そのE健を病臥ここに平相関市I，E直書する.

。
za毎秒三

No.7941990年(平成2年)

12.1 
我菊子市健所企画財政郁広線広聴隈
〒ε70-11aa子市IlIil~lB58 00471(86)1111 

為霊話i札i
t拾惣r窓ヲ$yA4白地32ζ

人

週

人
間
は
、
だ
れ
で
も
「
幸
福
な
宝
活
を
送
る
僧
利
」
を
待

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
人
倍
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
人
間
ガ

人
間
ら
し
く
生
き
る
だ
め
に
な
く
て
は
怠
ら
怠
い
権
利
で
す
.

毎
年
旬
月
4
白
か
ら
旬
日
ま
で
は
よ
燈
週

F
・
こ
れ
を
後

会
巳
、
人
権
巴
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
と
相
手
の
立
舗
を
考

え
た
明
る
い
杖
会
を
簸
く
た
め
、
ゐ
怠
さ
ん
で
人
権
に
つ
い

て

考

え

て

み

ま

し

ょ

う

.

日

広

報

広

隠

線

H

リ
ー
ブ
ス
総
曹
三
込

聞
回
月
4
H
i
m日

-
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意
践
を
育
て
よ
う

・
い
じ
め
、
体
罰
の
回
世
を
絶
と
う

-
部
落
差
別
を
な
〈
そ
ぅ

・
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

-
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う

私
た
ち
は
、
だ
れ
も
が
幸
稲
で

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
し
た
い

と
闘
っ
て
い
ま
す
.
そ
の
た
め
に

は
、
自
分
の
楢
利
ば
か
り
を
主
張

す
る
の
で
は
な
く
、
他
人
的
人
権

を
尊
盤
し
、
お
互
い
に
相
手
町
立

場
を
考
え
て
山
泣
か
な
人
間
関
係
を

つ
く
る
必
要
が
あ
っ
ま
す
。

今
年
内
人
倫
迎
間
肉
強
胸
事
項

は
、
右
記
の
5
つ
で
す
。
私
た
ち

は
、
お
互
い
に
思
い
や
り
の
精
神

を
忘
れ
ず
、
人
権
を
尊
麗
し
あ
っ

て
‘
毎
日
を
織
し
く
官
帯
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

滅
し
た
巨
烏
モ
ア
の
骨
格
レ
プ

リ
カ
や
走
臼
頬
の
キ
l
ウ
ィ
の

は
〈
鎚
な
ど
を
展
示
。
そ
こ
で
、

即
位
の
礼
の
た
め
来
日
し
た
の

を
機
に
、
総
督
が
希
望
し
、
血
川

口
月
比
日
(
水
)
、
ニ
ュ

1
ジ
ー
の
博
物
館
を
紡
れ
る
こ
と
に
な

ラ
ン
ド
元
首
の
ポ
ー
ル
・
リ

l
プ

っ

た

も

の
。

ス
総
相
官
夫
選
が
、
府
内
博
物
館
を
品
開
相
官
夫
出
世
は
、
問
問
団
長
久
館

肪

れ

ま

し

た

。

長

め

案

内

で

、

手

賀

沼

の

自

然

出
迎
え
た
大
井
一
雄
市
長
ら
と
や
四
季
を
ジ
オ
ラ
マ
で
紹
介
し

歓
議
。
そ
同
席
上
、
市
長
か
ら
総
た
コ
ー
ナ
ー
や
世
界
的
烏
コ

l

督
夫
褒
に
、
記
念
品
と
し
て
日
本
ナ
ー
を
熱
心
に
見
学
。

の
国
向
の
キ
ジ
の
は
く
創
2
体
、
見
学
後
、
リ
ー
ブ
ス
総
督
は

(
雄
、
雌
)
が
、
ま
た
、
リ
ー
ブ
ス
「
建
物
が
奨
し
く
、
世
界
中
町

総
督
か
ら
は
、
飾
り
の
石
や
小
皿
、

ぬ
の
は
く
駐
が
た
く
さ
ん
そ
ろ

本
が
市
に
贈
ら
れ
ま
し
Pも
っ

て

い

て

、

説

明

も

わ

か

り

や

山
崎
町
博
物
館
で
は
、
今
年
5
月
す
か
っ
た
。
お
の
博
物
館
を
過

の
開
館
記
念
特
別
企
画
展

「巨
烏
じ
て
、
世
界
何
人
々
の
鳥
類
保

の
歩
ん
だ
道
」
を
行
っ
た
際
、
ニ
織
に
対
す
る
意
殺
が
高
ま
る
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
カ
ン
タ
ベ
リ
と
を
期
待
し
た
い
」
と
話
し
て

l
博
物
館
町
協
力
に
よ
っ
て
、
絶
い
ま
し
た
。

リーフス総督夫妻にキジのは〈製を贈る大井市長

市

長
市
議
補
欠

一
投
票
日
は
来
年
?
月
初
日

一
任
期
満
了
(
平
成
3
年
1
月

こ

の
市
長
選
挙
と
市
議
会
餓
貝

.u日
)
に
伴
う
市
長
選
挙
と
ニ
補
欠
選
挙
町
立
候
補
予
定
者
鋭
明

れ
と
同
時
に
行
う
市
機
会
機
只
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の

選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会

な
お
、
こ
の
人
描
週
間
的
期
間

中
、
柏
人
権
儲
略
委
員
協
議
会
と

千
葉
地
方
法
務
局
で
は
、
勝
崎
明
会

や
映
画
会
を
行
う
ほ
か
、
持
政
人

権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
.
新
ち
ゃ
ん
と
呼
ば
れ
て
い
る
小
学

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
生
と
彼
内
幼
な
じ
み
的

γ
ヨ
ン
君

と
の
心
温
ま
る
物
一
問
。

圏
問
い
合
わ
せ
千
鶏
地
方
法
務

局
柏
支
局
倉
(
m
w
)
3
3
0
9

間
演
会
と
映
画
会

ロ
月
日
目
、
市
役
所
で

-
補
欠
選
挙
は
、
ゆ
月
に
開
他
き
で
‘
関
係
者
向
方
は
ご
出
席
〈
だ

時
れ
た
定
例
選
挙
管
理
委
員
会
で
、
さ
い
。

E

血昨年
1
月
日
日
に
告
示
し
、
1

月
鈎
日
を
投
燕
日
と
す
る
こ
と

に
決
ま
り
ま
し
台
、

特
世
人
権
相
麟
所

-v
日

時

ロ

月
7
目
(
金
)
午
前

ω

時
か
ら
午
後
3
時

V
場
所
市
役
所
市
民
相
験
室

V
棺
餓
内
容

い
じ
め
や
説
子

夫
婦
・
扶
獲
・
相
続
等
の
家
庭
問

題
、
差
別
問
題
、
い
や
が
ら
せ
な

ど
、
人
権
上
的
問
題
や
悩
み
ご
と

出
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
〈

守
ら
れ
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ

V
日

時

ロ

月

5
日
(
水
)
午
後
1

時
ぬ
分
か
ら

V
場
所
柏
市
中
央
公
民
館
(
教

育
福
祉
会
館
内
)
5
階
務
堂

V
入
湯
料
無
料

。
講
演
会

V
漬
鑓
相
続
に
み
る
人
絹
意
地

V
織
師
内
藤
義
m
m
氏
(
弁
議
士
)

@
映
画
会

V
タ
イ
ト
ル
新
ち
ゃ
ん
が
な
い

た
(
ア
ニ
メ
ン
ヨ
ン
)

守
内
容
新
潟
県
の
あ
る
町
に
住

む
四
肢
性
マ
ヒ
の
節
也
を
も
っ
た

広
報
広
臨
時
課

会e物語im
立
候
補
予
定
者
脱
明
会
日
程

V
日
時

M
U
月
日
自
(
土
)
午
前

ω

人
権
擁
汲
委
員
は
、
市
民
的
方

で
人
格
が
高
く
、
広
く
社
会
的
実

情
に
通
じ
、
人
織
に
つ
い
て
理
解

が
あ
り
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
方
で
す
。

こ
れ
は
人
倫
問
題
で
は
、
と
感

じ
た
り
、
困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
、

日
月
国
日
(
日
)、

「
食
と
緑
町

博
覧
会
」
が
砕
披
メ
y
セ
で
閉
幕
。

市
で
も
団
体
出
展
コ
ー
ナ
ー
に
、

写
真
パ
ネ
ル
を
使
っ

て
手
賀
沼
や

我
孫
子
市
に
か
か
わ
る
文
化
人
、

鳥
肉
博
物
館
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
「
も
ろ
み
小
町
」
や
「
鯉
の
甘
煮
』

な
ど
5
6
の
の
ふ
る
さ
と
産
品
M

も
展
示
し
て
い
ま
す
。
(
写
真
上
)

ロ
月
同
日
(
日
)
ま
で
開
催
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
連
れ
で
お

割高
い
つ
で
も
相
談
に
応
じ
て
〈
れ
ま

す
の
で
、
左
記
入
俄
擁
鈍
委
貝
へ

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
.
な
お
、

常
設
相
賊
所
と
し
て
千
葉
地
方
法

務
局
柏
支
局
宮
(
白
山

)
3
3
0
9
で

も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談

は
い
ず
れ
も
無
料
で
す
.

出
か
け
く
だ
さ
い
。

V
開
場
時
間
午
前

ω時
か
ら

午
後
6
時

-v
交
通

J
R京
策
線
海
浜
幕

開
川
駅
徒
歩
約
5
分

V
入
場
料

大
人
l
5
0
0
問
‘

高
校
生
1
0
0
0
向
、
小
，
中

学
生
7
0
0
円
、
幼
児
無
料

V
問
い
合
わ
せ
食
と
繰
の
博

覧
会
実
行
妥
貝
会
事
務
局
8
0

4
7
2
(
お
)
3
9
8
I
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新しい戸籍は
正しい宇で

==宮、=。-窃j

戸
簡
は、

パ
ス
ポ
ー
ト
の
取
得
や
相
続
笠
犯
を
す
る
姻
合
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
怠
と
こ
ろ
で
私
遣
の
身
分
関
係
を
笠
銀
・
公
値
す
る
公
文

・
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
戸
鯖
の
中
は
は
、
氏
名
ガ
眼
字
や

俗
字
で
記
画
制
さ
れ
て
い
る
た
め
、
官
公
園
曹
の
感
ロ
等
で
ト
ラ
ブ
ル
を

生
じ
、
不
便
を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
々
も
あ
る
よ
う
で
す
.
そ
こ
で
、

来
年
T
月
1
日
以
後
は
、
従
来
の
戸
箱
巳
眼
字
・
俗
字
で
肥
障
制
さ
れ

て
い
る
氏
名
を
、
新
し
く
戸
崎
に
記
餓
す
る

azロ
に
は
、
正
し
い
字

を
用
い
る
こ
と
巳
怠
り
ま
し
た
・
(
問
い
合
わ
せ
市
民
腺
戸
筒
係
)

新
し
い
戸
籍
巳
は

正
し
い
字
で
記
載

し
ま
す

川
従
来
的
戸
捕
に
氏
名
が
駅
字
・

俗
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

新
し
い
戸
籍
に
正
し
い
字
で
記
載

し
ま
す
.

ア
、
婚
姻
、
転
籍
な
ど
に
よ
っ
て

新
し
く
戸
絡
を
作
る
場
合

ィ
、
養
子
縁
組
な
ど
に
よ
っ
て
他

町
一
早
舟
へ
入
籍
す
る
場
合

ウ
、
戸
絡
を
再
製
す
る
場
合
な
ど

ω
誤
字
、
俗
字
を
正
し
い
字
で

記
載
す
る
場
合
に
は
、
届
出
の
時

あ
る
い
は
戸
籍
に
記
純
し
た
後
に

そ
の
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
・

ω
俗
字
の
う
ち
、
「
筒
」
や『偶叫』

な
ど
、

一
定
的
範
囲
内
字
に
つ
い

て
は
、
従
来
の
ま
ま
配
織
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
が
減
額

S
ね
ま
す

家
屋
を
新
増
築
し
た
方
、
私
道
の
所
有
者
は
申
告
を

第794号

家
屋
を
新
増

築
さ
れ
た
方

平
成
2
年
に
家
屋
(
専
用
住
毛

ま
た
は
併
用
住
宅
で
、
住
居
の
部

分
が
4
分
の
l
以
上
)
を
新

・
地

築
さ
れ
た
方
で
‘
課
税
疎
町
家
屋

調
査
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
次

向
山
州
問
中
に
住
宅
用
地
の
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。
土
地
の
課
税
が

住
宅
用
地
と
し
て
総
定
さ
れ
鞍
滅

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
住
宅
用
地
と
は
‘
人
的

居
住
町
周
に
供
す
る
家
屋
内
建
っ

て
い
る
土
地
で
、
そ
の
住
宅
の
床

面
積
の

ω倍
ま
で
の
住
毛
品
開
地
て

す
・
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等

も
含
み
ま
す
.

マ
申
告
で
き
る
方
自
分
の
土
地

に
住
宅
を
新
築
し
た
方
(
貸
家
も

含
む
)
g

貸
地
に
住
宅
が
建
築
さ
れ

た
土
地
所
有
者
。

V
申
告
制
限

平
成
3
年
l
月
日

日
(
水
}
ま
で
に
課
税
棟
、

出
申
告
用
紙
は
.
課
税
源
お
よ
び

各
支
所
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
.

私
道
を
所
有

し
て
い
る
方

土
地
を
山
軌
道
と
し
て
利
用
し
て

い
る
場
合
、
そ
の
道
路
の
利
用
度
、

一附
貝
に
よ
り
固
定
資
産
税
の
減
額

が
受
け
ら
れ
ま
す
.
私
道
主
所
宥

さ
れ
て
い
る
方
は
、
線
税
制
部
土
地

問
先
係
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
.

V
実
施
時
期

平
成
3
年
度
採
税

分
か
ら

'
申
告
書
提
出
期
限

平

成

2
年

内
同
月
出
品
目
(
水
)
ま
で

V
肢
当
者
現
に
私
道
と
し
て
利

用
し
て
い
る
土
地
的
所
有
者
(
共

有
者
も
含
む
)

V
私
選
の
補
正
率
袋
公
選
か
ら

公
辺
に
通
り
依
け
で
き
る
私
道
に

つ
い
て
は
公
道
に
準
ず
る
級
い
と

な
り
ま
す
.
た
だ
し
、
袋
路
町
私

道
に
つ
い
て
は
、
付
近
の
利
用
状

況
に
応
じ
、
下
哉
の
と
お
り
補
正

を
し
ま
す
.

利
用
戸
数
は
、
実
際
に
そ
の
私

道
を
利
用
し
て
い
る
戸
数
で
、
そ

の
土
地
内
所
有
者
数
で
は
あ
り
ま

せ
ん
.

な
お
、
こ
の
術
正
を
受
け
る
方

は
、
申
告
舎
に
次
的
許
制
削
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
.

申
告
替
は、

説
税
線
お
よ
び
各

支
所
に
あ
り
ま
す
.

@
添
付
書
類

公
図
的
写
し
ま
た

は
測
拡
図
(
而
摘
が
わ
か
る
も
の
)

強
厄
問

曾

白

百

時

側

叩

副

断

日
司
軒

診

時
aq

訓

必

ず

蜘

現
在
の
戸
籍
に
つ
い
て
は
‘
そ

の
ま
ま
で
は
正
し
い
字
に
は
前
り

ま
せ
ん
・
し
か
し
、
申
し
出
に
よ

っ
て
、
い
つ
で
も
戸
籍
に
記
載
さ

れ
て
い
る
誤
字
・
俗
字
を
正
し
い

V私道の補正率表

ぷ点11.8m来満
1.8m以上 3.6mを紹
3.6m以下 えるもの

2 戸 ]0 % 30 % 50 % 

3-5戸 30 % so % 75 % 

6戸以上 50 % 75 % 
公道に
準ずる

H
お
願
い

n

す
で
に
私
道
的
制
正
を
受
け
て

い
る
方
で
‘

利
用
戸
数
が
抽
唱
え
た

ニ
と
に
よ
り
制
正
率
が
変
わ
る
場

合
は
、
課
税
標
土
地
綱
査
係
、

圏
問
い
合
わ
せ

課
税
課
土
地
調

旋
係

日
月
1
日
か
ら
タ
ク
シ
ー
料
金

が
改
訂
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
身
体

隊
笹
者
に
対
す
る
割
引
制
度
が
場

入
さ
れ
ま
し
た
.

対
象
者
と
利
用
方
法
は
次
の
と

お
り
で
す
。

字
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
.

V
対

象

身

体
障
害
者
手
帳
所

持
者
で
、
タ
ク
シ
ー
乗
車
内
際
、

手
般
を
呈
示
さ
れ
た
方

V
劃
引
額

メ
ー
タ
ー
表
示
額

的

I
削
引
き

(ω
円
未
満
切
り

姶
て
)

'
申
し
込
み

対
象
者
が
タ
ク

シ
ー
に
乗
車
し
た
陽
、
運
転
手

が
持
っ
て
い
る

「
身
障
者
タ
ク

シ
ー
運
賃
制
引
申
込
曾
」
に
記

入
.
記
入
国
臨
時
な
場
合
は
、
運

転
手
に
申
し
出
る
.

V
問
い
合
わ
せ
干
葉
県
タ
ク

シ
ー
協
会
世
0
4
7
2
(
拍

)
2

A
怜

E

。AO

都
市
計
画
の
変
更
案
の
縦
覧

都
市
計
画
法
(
昭
和
日
同
年
法
律

相
仰

1
0
0
号
)
第
幻
条
第
Z
項
に

お
い
て
岨
用
す
る
同
法
第
げ
条
第

1
頑
の
規
定
に
よ
り
、
我
孫
子
都

市
計
画
「
市
街
化
区
域
及
び
市
街

化
問
盤
区
域
へ
『
用
途
地
域
」
‘

「高
度
地
区
」
円
安
更
築
を
次
の
と

お
り
縦
覧
し
ま
す
.

V
期
間

ロ
月
4
日
(
火
)
か
ら
国

日
(
火
)
ま
で

V
都
市
計
画
の
種
類
我
孫
子
都

市
計
画
「
市
街
化
区
山
地
及
び
市
街

化
関
鐙
区
成
¥
「
用
途
地
城
」
、

「
高
度
地
区
」

V
鶴
市
計
画
を
定

実
通
規
制
の
お
細
S
曾

ロ
月
2
日
(
目
)
午
前
8
時

ω分

戸
絡
に
記岨
賦
さ
れ
て
い
念
氏
名
か
ら
正
午
ま
で
、
市
制
鈎
周
年
記

が
、
例
え
ば
「
漫
』
と
旧
字
体
で

記

念

我
孫
子
市
内
縦
断
駅
伝
大
会
的

載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
不
便
を
感
た
め
、
次
的
区
聞
の
交
通
規
制
を

じ
て
い
る
方
は
、
申
し
出
に
よ
り
行
い
ま
す
.
現
場
係
貝
向
指
示
に

そ
の
字
体
に
対
応
す
る
新
字
体
従
っ
て
通
行
す
る
・
4
ヲ
ご
協
力
を

(通
用
字
体
}
で
あ
る
「
辺
」
に
直
す
お
願
い
し
ま
す
.

ニ

と

が

で

き

ま

す

.

な

お

、

コ

1
1
上
に
は
駐
車
し

い
ず
れ
も
、
市
民
煤
戸
籍
係
か

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
・

各
支
所
へ
申
し
出
て
〈
だ
さ
い
・

'
区
間

都
市
計
画
道
路
3
・
5

隼
末
年
始
、
空
き
巣
晶ド

ひ
ヲ
た
〈
り
に
ご
周
必

何
か
と
あ
わ
た
だ
し
い
年
末
年
り
を
す
る
・

-
隣
り
近
所
に

υ

始
は
、
外
出
時
に
つ
い
家
の
カ
ギ
と
声
か
け
て
留
守
を
頼
む
。

を
掛
け
忘
れ
た
り
、
持
ち
物
へ
の

・
必
要
以
上
町
現
金
は
手
元
に
位

注
意
力
が
ゆ
る
む
な
ど

h

心
的
ス
か
な
い
よ
う
に
す
る
.

ア
が
で
き
や
す
い
時
刈

警
察

ホ
ス
リ
、
ひ
っ
た
く
り
に
ご
注
意

で
は
、
ロ
月

ω日
か
ら
ー
か
月
間

・

大
金
を
持
ち
歩
く
時
は
、
彼
数

を
「
年
末
年
始
特
別
審
戒
取
締
り
」

で
行
動
す
る
・

-
財
布
は
、
ズ

と
定
的
、
パ

ト
ロ
ー
ル
を
強
化

し

ポ

ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
や
買
い
物
か
ご

事
件
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
す
・
な
ど
に
無
造
作
に
入
れ
て
お
か
な

皆
さ
ん
も
彼
自
告
に
あ
わ
な
い
よ
う
い
・

・
自
転
単
・
バ
イ
ク
の
か

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
.
こ
に
不
用
意
に
パ

y
ク
類
を
入
れ

*
空
き
巣
に
ご
用
心

て
お
か
な
い

.
H
我
孫
子
警
察
署

・
短
時
間
内
外
出
で
も
必
ず
戸
締

・
市
民
申
活
融
H

-
河
川
号
線
戸
新
田
・
布
佐
下
抽
悼
の

同
情
戸
排
水
路
水
門
付
近
か
ら
大
作

新
田
、
布
佐
平
和
台
7
丁
目
か
ら

1
丁
目
を
経
て
布
佐
高
校
ま
で

V
問
い
合
わ
せ
体
育
課

MY Town我孫子
あな定の提案f私のアイデア f
市民街づくり井戸蝋会畿I;!ご告書加を

352 

め
る
土
地
の
区
峨
布
佐
字
官
作
・

上
ノ
町
及
び
原
地
丑
高
入
の
各一

部
内
区
娘
、
柴
崎
字
小
木
戸
内
一

部
の
区
成
説
ぴ
に
我
孫
子
字
並
木

町
一
部
内
区
域
、
北
新
聞
及
び
柏

市
弁
天
下
町
各

一
部
の
区
成

(以

上
、
市
街
化
区
地
及
び
市
街
化
澗

整
区
域
)
、
布
佐
宇
宙
作
・

上
ノ
町

及
び
原
地
丑
高
入
の
各
一
部
内
区

域
、
柴
崎
字
小
木
戸
内
一

郎
町
区

域
並
び
に
我
郁
子
字
並
木
の
一
部

内
区
域
(
以
上
、

周
治
地
減
)
、
布
佐

字
宮
作
及
び
上
ノ
町
内
各
一
部
内

区
械
、
柴
崎
字
小
木
戸
内
一
都
内

区
域
並
び
に
我
孫
子
字
並
木
の
一

部
町
区
域
(以
上
、
高
度
地
区
)

V
縦
覧
場
所
以
都
市
部
計
画
隊
、

お
よ
び
市
都
市
計
画
課

'v
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
線

開
な
お
、
県
都
市
部
都
市
銀
側
線

と
市
区
画
監
理
課
で
も
同
じ
期
間
、

新
木
駅
南
側
土
地
区
画
監
理
事
業

の
施
行
区
織
の
変
更
案
を
縦
覧
し

ま
す
.

「
私
的
好
き
な
商
庖
街
」
を
テ

!
?
に
市
民
街
づ
く
り
井
戸
端

会
議
走
行
い
ま
す
.

内
容
は
、
渡
辺
博
史
流
通
絵

柄
大
学
教
授
の
講
演
と
生
国
自

夫
中
央
学
院
大
学
教
授
が
ま
と

め
役
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
均
ツ
シ

B

ン
.
我
新
子
に
と
っ
て
魅
力

的
な
商
庖
街
は
、
ど
ん
な
も
の

か
を
保
っ
て
い
き
ま
す
.

み
な
き
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
.

V
日
時

ロ
月
6
日
(
木
)
午
後

1
時
初
分
か
ら

V
場

所

市

民
会
館
大
会
後
室

V
定
員

3
0
0
名

V
参
加
費

無
料

V
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
背

壮
年
会
織
鈴
木
曾
(
m
M
)
3
4

5
1
 



第794号

保
健
セ
ン
タ
ー
で

湖
北
台

1
の
刊
は
の
日
間

(
湖
北
駅
南
口
徒
歩

2
分

g
u
l
-
-
3
1
 

屯=

し
あ
わ
せ
学
鼠

こ
れ
か
ら
父
線
、
母
税
に
な
る

方
、
ぜ
ひ
、
ご
夫
婦
で
ご
参
加
を
。

V
日
時
ロ
月
日
日
(
土
)
午
前
9

時
ぬ
分
か
ら
日
時
ぬ
分
(
受
付
は

当
日
会
場
で
午
前
9
時
応
分
か
ら
)

V
内
容
也
事
M
J
映
写
「
母
と
子

の
き
ず
な
」
*
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
町
入
れ
方
(
突
消
)
*
親
に
な
る

と
い
う
こ
と
は
(
絡
)
也
や
そ
の
他

両
閣
制
川
団

曹
時
間
午
前
9
時
叩
四
分
か
ら
日

時
ぬ
分
(
第
3
回
は
午
後
I
時
か

ら
3
時
)

V
悼
内
容
母
子
鑓
腹
手
帳
と
鱗
記

用
具
は
毎
回
。
崎
山
1
困
は
パ
ス
タ

オ
ル

1
枚
。
第
4
回
は
さ
ら
し
布

。6詩

1
5
0
伺
位
、
糸
、
針
、
ハ
サ
ミ
、

7
チ
針
を
持
参
し
て
〈
だ
さ
い
.

4

司
侶
親
学
級
日
程

1111固
12月3日 お産の話

開 妊婦体操

陣2固
12月10日 妊桜中町倫H間生

開 妊111<1'と産桂内保健

1113固
12月18日 経煩中町栄聾

ω 妊成中毒庄町予防(医師向話)

車4困
12月25日 手づ<'Jオムヅ

t火} 赤ちゃんの聾語
'---J-一一一

立|宵

叫I!毘
赤 1

三|相

葉l蛾

...~亨お
管ヨゴ/"，'

Q 来訪ノν王
室結ゅフん
7花ガ 2と
歳空勇~-

3ぶ振緒
弓 りに

(3) 1990. 12. 1 

盤面図
栄
獲
相
校
、
歯
科
相
談
な
ど
育
児

に
つ
い
て
の
細
か
い
相
淡
ル
九
行
っ

て
い
ま
す
.
お
気
軽
に
ご
相
続
を
.

V
日

程

ロ

月

4
日
か
ら
同
日
ま

で
の
毎
週
火
昭
日

V
受
付
時
間
午
前
9
時
日
分
か

ら
9
時
品
分
(
該
当
児
)
.
午
前
9

時
拓
分
か
ら
ぬ
時
ぬ
分
(
そ
の
他

相
般
の
あ
る
方
)

V
対
象
*
平
成
2
年
8
月
生
ま

れ
(
通
知
が
い
き
ま
す
)
ホ

0
3
6

歳
児
(
相
談
の
あ
る
方
)

揖
乳
児
健
診
は
母
子
健
康
手
帳
の

無
料
券

(
3
5
6
か
月
用
、

9
1

H
か
月
用
)
を
利
用
し
、
医
療
機

関
で
受
け
ま
し
ょ
う
.

両
閣
品
川
直

V
日
程
本
ロ
月
7
日
(
金
)
:
・
平

成
元
年
5
月
1
E
s
m
日
生
ま
れ

本
ロ
月
日
日
(
金
)
-
平
成
元
年
5

月
刊
日
1
幻
自
生
ま
れ

V
時
間
午
前
9
時
同
日
分
か
ら

U

時V
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
歯
プ

ラ
ン
(
大
人

・
子
供
用
各
1
本)、

問
診
察
(
裏
面
も
忘
れ
ず
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
)

「
別
利
州
タ

υン
反
応
一

一
お
よ
び
輔
自
陣
B
C
G
一

V
対

象

平

成

2
年
8
月
以
前
に

生
ま
れ
、
-
度
も

B
C
G接
種
を

受
け
て
い
な
い
乳
幼
児
(
対
象
児

に
は
通
知
が
い
き
ま
す
)

曹
日
程
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
・

(
中
峠
，

か
わ
む
ら
や
守
ひ
ろ

町
川
村
康
情
く
ん

お
姉
ち
ゃ
ん
と

お
外
で
遊
ぶ
ん
だ

日 病・医院名 電 話

我孫子つくし野病院 84-2211 
2 

地内皮f両科クリニ γ ク 84-3525 

我 孫 子 聖 仁 会 病 院 88-3111 
9 

岩津皮膚科医院 88-3113 

平和台病院 89-1111 

16 宇治医院 88-0B35 

アピコ外科登形外科病院 84-7321 

23 内 野 内 科 医 院 88-7770 

我 孫 子 聖 仁 会 病 院 88-3111 

24h妄 井 医 院 82-2916 

30 平和台病院 89-1111 

31 我 孫 子 つ 〈 し 野 病 院 住4-2竺!

-休日当醤匡12月の日
ロ
月

mah火
)
、
判
定

B
C
G白

ロ
月
初
日
(
木
)

斑
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時
羽

分
か
ら
2
時

ω分

V
持
参
母
子
健
勝
手
帳

な
お
、
発
熱
等
心
配
な
時
は
主

治
医
に
相
談
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

一
小
児
マ
ヒ
隼
ワ
ク
チ
ン
一

一黛

υ噌

A
M飽
与

-

V
対
象
平
成
Z
年
6
月
以
前
に

生
ま
れ
、
ポ
リ
オ
投
与
を
Z
度
済

ま
せ
て
い
な
い
乳
幼
児

(
1
回
目

と
Z
回
目
的
間
隔
は
6
週
間
以
上

あ
け
る
こ
と
)
・
対
象
児
に
は
通
知

し
ま
す
.

V
日
程
ロ
月
4
日
(
火
)

V
時

間

午

後

1
時
鉛
分
か
ら
2

時
鈎
分

V
持
参
母
子
他
市
川
手
帳
、
問
診

山県揮
発
熱
等
心
配
な
と
き
は
主
治
医

に
相
談
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

穴君 3 
♀構巴大キ

義哩R好よ
~ ，司量方 Y 

毒τ きウ
d や司

ガん /、

思 が

肩
こ
り
・
贋
編
叡
室

府
こ
り
や
腰
痛
で
悩
ん
で
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
a

当
日
は
個
別

相
絞
も
お
受
け
し
ま
す
.

V
時

間

午

後

1
時
初
分
か
ら
3

時
(
受
付
・
-
時
か
ら
1
時
ぬ
分
)

V
申
し
込
み
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

電
括
ま
た
は
直
接
お
い
で
下
さ
い
。

d

『
肩
こ
り
・
腰
痛
叡
室
日
程

期日 主 fJ 内 容

12日4日 身近な健康法(話)

以} 体操(深呼吸‘体を動かす基本)

12月11日 食事診断、栄養町ハフンスをとるた

(:.1;) めに

12月18日 正Lい白円みがき方と出そうのうろ

(刈
ヲ町千防について.

L周ニワ'腰喧?防の』事操

予
防
按
種
は

医
織
機
関
で

健
康
メ
モ
@

器
質
的
な
疾
剛
山
と
い
え
る
が
‘
そ
係
に
よ
っ
て
、
い
く
ら
で
も
胞

の
診
断
は
因
維
な
こ
と
が
多
い
。
捕
、
そ
の
他
の
曲
目
訴
は
起
こ
り

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
付
属
探
炎

と

呼

う

る
。
心
因
性
的
強
い
も
の
と

ば
れ
る
骨
館
内
感
染
症
の
後
的
経
し
て
は
、
呑
気
症
、
消
化
管
ガ

い
癒
着
が
残
り
、
い
つ
ま
で
も
淡
ス
症
候
群

(
庁
ス
貯
留
に
よ
る

然
と
し
た
腹
痛
の
続
く
こ
と
も
あ
脇
管
内
伸
展
痛
)
、
過
敏
性
腸
症

る
。
さ
ら
に
筋
腫
が
大
き
〈
な
り
、
候
群
が
あ
り
、
脇
陣
u癒
渚
症
、

子
宮
と
卵
管
に
愈
苅
が
あ
っ
て
、
多
手
術
の
忠
者
に
も
強
い
心
身

症
的
傾
向
が
あ
る
@
ま
た
、
う
つ

病
、
う
つ
状
態
的
患
者
に
も
脱

術
的
訴
え
が
多
い
こ
と
も
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
.

腹
痛
の
診
療
に
あ
た
っ
て
は
、

検
盗
の
み
に
か
た
よ
ら
ず
‘
全

身
、
全
人
格
的
な
観
点
か
ら
め

診
断
が
大
切
で
あ
る
・

-v
問
い
合
わ
せ
我
弘
子
市
医

師
会
合
(
邸
)
5
5
2
5

慢
性
の
腹
痛

摘
は
、
神
経
恨
の
圧
迫
や
刺
激
に

よ
る
ζ
と
が
多
〈
、
稲
川
融
制
嚢
が

原
因
で
放
射
摘
が
起
ニ
る
こ
と
も

あ
る
.

慢
性
の
腹
痛
が
婦
人
科
疾
忠
と

関
係
め
深
い
こ
と
も
多
い
.
月
経

困
難
症
、
子
宮
内
膜
症
が
あ
れ
ば

組
痛
が
続
く
ャ
」
と
も
多
い
。

一
方
、
心
理
的
、
精
神
的
要
因

(ス
ト
レ
ス
)
に
関
係
す
る
不
定
必

訴
と
し
て
の
腹
痛
は
、
心
因
性
肱

痛
と
い
わ
れ
た
り
す
る
。
器
質
的

変
化
が
な
く
て
も
、
消
化
管
的
機

能
異
常
と
心
身
相
関
の
微
妙
な
閃

柏
保
健
所
か
ら
問
的
立
口

3
暢
児
鐘
康
齢
査

亨
対
象
昭
和
臼
年
9
月
生
ま
れ

(
通
知
が
い
き
ま
す
)

V
日
時
ロ
月
日
目
(
火
)
受
付

献血I~ご協力を
砂日時 12月 9日(日)午前10時か

ら午後4時(正午から I時/10休憩)
砂場所 イトーヨーカドー我孫子

庖前'
惨問い合わせ 我孫子ライオンズ

クラブ宮(88)2496

し

ま
た
、
服
部
以
外
内
臓
器
が
原

因
で
関
連
痛
と
し
て
の
脳
摘
が
起

腹
痛
は
日
常
よ
く
み
ら
れ
ニ
る
こ
と
も
あ
る
。
特
に
上
肢
飾

る
も
っ
と
も
多
い
愁
訴
で
あ
る
。
械
は
、
胸
部
疾
患
(
心
筋
梗
塞
、
肺

腹
痛
め
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
複
雑
で
‘
根
務
、

肺
炎
‘
食
道
疾
忠
な
ど
)

そ
の
原
因
も
多
数
の
疾
思
が
考
に
よ
っ
て
起
こ
る
こ
と
が
あ
る
。

え
ら
れ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
慢
性
ま
た
、
脊
柱
が
原
因
に
よ
る
放
射

的
腹
捕
で
特
に
総
質
的
病
変
の

認
め
ら
れ
な
い
も
の
も
多
い
。

よ
く
椴
査
を
し
て
も
、
原
因

内
見
つ
か
ら
な
い
腹
痛
を
訴
え

る
人
の
中
に
は
、
い
わ
申
る
過

敏
位
協
症
候
群
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
な
機
能
的
な
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
.
日
本
で
は
、
慢

性
問
炎
と
呼
ば
札
て
い
る
も
の

の
中
に
も
、
胃
腸
の
速
動
機
能

異
常
に
よ
る
も
の
が
非
常
に
多

年
に
一
度
は
、
成
人

病
健
診
・
子
宮
が
ん

検
診
・
乳
が
ん
検
診
を

今
年
に
な
っ
て
1
皮
も
受
診
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
市
内
委
託
医

療
機
関
(
「
保
健
セ
ン
タ
ー
の
ご
案

内
」
審
問
)
で
、
ロ
月
ま
で
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
金
診
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
.

@
成
人
病
健
惨
(
無
料
)
:
・
刊
歳
以

上
向
方
@
子
宮
が
ん
検
診

(1

0
3
0
円
)
鈎
歳
以
上
向
女
性

@
乳
が
ん
検
惨
(
視
診
、
触
診
は
無

料
)
初
歳
以
上
司
女
性

る
方
は
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

o

v持
参
母
子
健
勝
手
帳
と
印
鑑

V
費
用
就
学
前
ま
で
無
料

次
の
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。
実
施
医
療
機

関
は
、
保
飽
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
麻
疹
や
お
た
ふ
く
か
ぜ

的
予
防
接
種
を
受
け
る
際
‘

M
M

R
(
新
三
組
混
合
H
麻
疹
、
風
し

ん
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
)
を
希
望
す

...----= (麻
破ジ百一

悔27日覆
11 

リせ if! し

、風、¥7 ~き'令.ず さ:修

~団がな l す極 1

( 望ましお鏡
る 1 直員

B 2 ‘グ〉 こなの
月期 l能 と必誕 陵

除をはい期生Iを主生 が ‘生 当1・日 望ま生後 日

<JIII終了後 I か か 者

年聞 期は48学就前らま いしかlB批学前まら お
-Ui 3，月ま0・ 二月 よ

1 I 除Aを〈カび
年以上あけ週8間で 3ら6で 情.-

同に向 かの橿

間閑接す値る幼~ 年問 月ま幼児 期

て1で3'-' 1 -1: 宅l 間

四回こ 篠械情宮
娘婿と

午
後
1
時
日
分
か
ら
2
時
日
分

V
場
所
保
健
セ

ン
タ
ー

V
持
参
母
子
健
康
手
械
、

前
ブ

ラ
シ
、
尿両

品
川
同
]

V
日
時
ロ
月
幻
日
(
木
)
午
後
1

時
か
ら
2
時
(
拍
保
館
所
)

V
対
象
慾
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
四
歳
来
満
の
乳
幼
児
と
児
童

守
内
容
盤
形
外
科
医
に
よ
る
診

冷
却

制
」

京
・
指
場
、
保
健
婦
に
よ
る
指
導

V
持
参
母
子
健
康
手
似

漏
川
崎
品
川E

V
対
象
心
臓
病
を
心
配
さ
れ
る

刊
歳
未
満
の
方

-v
日
時
ロ
月
お
日
(
火
)
午
後
l

時
か
ら
2
時

V
場
所
柏
保
健
所

V

内

容

問
診
‘
胸
部
エ
y
ク
ス

線
、
血
圧
測
定
、
心
氾
図
、

拾
策

.
指
樽

V
申
し
込
み
は
月
幻
自
(
金
)
ま

で
に
電
話
予
約
。

若
い
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

方
、
お
子
さ
ん
の
発
育
状
態
(
宮

撲
の
遅
れ
、
性
倍
、

習
慣
の
問

問
な
ど
)
で
悩
ん
で
い
ま
せ

ん
か
.

相
談
室
で
は
、
舵
密
を
守
っ

て
、
ご
耐
観
的
納
仰
の
い
く
ま

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

-v
椙
餓
日
月
間
日

3
金
曜
臼

午
前
川
崎
か
ら
午
後
4
時

353 
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歯科医院

t科医院名|所在地|電話番号 |休診日

ロ歯科医院|恨戸325-6 1 82ー7807!?月町午怯・

=高橋歯科医院|台回 4-1ー 185-3071 1日祝祭

郷 歯科医 院!っく し 野 3-22-1184-23271日・祝祭目木

山 歯 科|つくし野 6-4-12182-92291日祝祭木

施歯科医院|本町 1-4 -8 1 85-24751日・祝祭・木

列矯正よしだ歯科|本町 [-2-3 184 即日|常沼主58
川歯 科医院|白山 2-8 -31 182-32581日祝祭・木

山歯科医院| 白 山 1-1 -5 1 85-25271日・祝祭水

田川歯科医院|我瓶子539 184-64801日ー祝祭・本

葉歯科医院 1;本町 2-2-1 182-77871目祝祭木

林歯 科 医院!っくし野ト 1-22182-82441日・祝祭

陪堂歯科クリ zック l緑 1-6-11 184-41801日・祝祭木

ど り 歯 科|緑 1-11-24 1 83-01351日・祝祭目木

井歯科医院|舟 1-8 -4 1 82-22221日・祝祭・木

橋歯科クリニック l並木 7-3 -32 1 83-0797 1祝祭・火

a歯科医院 1若松116-2 184-37901 B .祝祭

辺歯科医院|舟 2-7-5 184-22601日・祝祭

村歯科クリニック l泉17-26 1 85-12351日・祝祭木

歯 科 医 院|天王台 1-22-16 184-12341日・祝祭・水

田歯 科医院|天王台 lー 1-3185-1707.1目，祝祭ー木

口歯科医院 1柴崎台 3-6 -25 1 82-94991日・祝祭，木

ルヤ歯科クリニック|柴崎古 2-11-13182-8180 1日・祝祭・木

繍歯 科医院|天王台 1-1 -251 84ー 15231日・祝祭・水

橋歯科医院|天王台 6-7 -2 1 84-66601日祝祭木

田歯科医院|東我孫子 2-23-1 1 83-00ωI~ ・ IR制午植
海歯科医院|祭崎台 3-16-24 1 87-33001日・祝祭・木

水 歯 科|柴崎台 4-3-34 184-00331日祝祭・木

7 ピコ歯科医院|天王台 3-1-13 184-35411日・祝祭・木

村歯科医院|下ケ戸140-9 1 82-48251 jl/.祭・木

山歯科医院|青山台 2-3-16 184-45601日・侃祭

ず み 歯 科|湖北台 9-7 -8 1 88-21221日・祝祭・木

北台歯科鈴療所 l湖北古7-4ト102 188ー 10281日・祝祭・木

北台愛三歯科医院|湖北台 8-13-22 1 88-5465 1日・祝祭・木

塚歯科医院|湖北台 6ー 10-5 1 88-48811日・祝祭

井歯科医院l中峠1209 1 88-5臼41日祝祭・木

辺 歯 科|湖北台 1-13-3 1 87-01561日・祝祭

野歯科医院|中里 188-41001日 ・祝祭

科滝田医院|湖北台 [-3-171ω-81611:土焼陸

上歯科医院|湖北台[-5 -11188-31351日・祝祭・木

本歯科 医院|中峠1853 1 88-9601 1日・祝祭・水

口歯科医院l新木2642 1 87 -1455 1日祝祭・木

田歯科医 院|新木野 1~1I -[6188-67211 日・祝祭・月

部歯科医 院|新木野 4-7 -2 1 88-8775 1日祝祭木

施 歯 科 1;布佐平和台3-1-1 189-4310 1日・祝祭・木

和台歯科l布佐2212-1 1 89-49861日・祝祭木

1:<でら歯科 |布佐1370-19 1 89-10191日祝祭，木

村歯科医院 1布佐2462 1 89-2627 1日・祝祭

村歯科医院 |布佐 1-11-5 189-12881目祝祭・木

』一、、』ーーーー一一一一ー

病院・医院・診療所
病院・医院・惨療所名 | 所 在 地 |電麟番号 惨療科目

11我孫子つ(l.野病院|つ〈し野131-1 184-22111内外，小・形皮・理・耳脳・艶

21東葛辻 f中病院|機戸946ー 184-9∞01問・厄

3 1染谷医院l白山 3-1-18 184-22251小

41石田医院|本町 1-4 -21 1 82-7151 1産婦

51桜井医院|白山 2-8 -27 1 82-29161小

6 1旗本内科医院 l白山 2ー 11-7 182-18851内小・放

7 1竹田内科医院|つくし野 6-5-1 185-02251内

817ピコ叫科霊倍外科病院|我孫子264 184-73211箆・外・国・脳・皮ー理

9 1守 尾 医 院|白山 1-18-5 184-68131小内・外皮

101小回川聾形外科医院 1白山 1-13ー 13 1 84-74111箆・理

111耳鼻咽喉科飯田医院 l白山 1-25-10 1 83-31591耳

121池内皮膚科クリニック 1;本町 2-2 -10 184-35251皮

131つ〈し野クリニック|本町 2-3 -15 183-76811眼

141東葛クリニック病院|本町 2-2 -16 1.83-58911外・内・協

151森沢内科1我孫子783-70 1 82-8930 1内

161天簡堂医院|緑1-6 -11 1 82ー 12221婦

17 1一 瀬 医 院|つ〈し野 6-1-7185-23211悶・内・外

1自1石橋眼科医院|つくし野 7-2か 21 82-09011眼

191竹 内 医 院|若松141 1 82-58361内・胃循

201貫 井 医 院|並木 8-17-4 184-55551内・小

21 1 ;宗仁会我孫子病院|我孫子1851-1 1 82-8166 1内・外投・循・iz.・虹脳・同盤・眼

221似鳥内科医院|泉40-18 1 82-90071内

231近線胃腸科外科 1i高野山285-3 1 84 -0211 1 問，外・内 'll'~ ・理

241横山眼科医院|天王台 3-25-.191 82-5403 1限
251利スティック王王古7

'
Jニフク|束我孫子 2-36-16185-30821内 ・放

261天王台登形外科 l天王台 3-22-10 1 82.，-5071 1笠 ・外内理

271松林堂医院|天王台 6-5ー 18182-&∞21耳

281小意外科内科|柴崎台 3-19-2218ヤ01651外・盤・内・胃理

291横図小児科医院|天王台 2-16-8 184-41331小

301吉野皮膚科泌尿器科医院|天王台 3-3 -5 1 82-45701皮 泌

311村 山 医 院 l背山古 3-6 -4 1 82-5171 1内・皮

321隈 本 医 院|束我孫子 1-12-3 182-13811内

331増 田 医 院 1湖北古 9ー 7-10 1 88-28401産婦・内・小・皮

341宇 治 医 院|湖北台 9-9 -10 188-08351外・内

351岡野内科医院 1湖北台 8-18-24188ー77701内

361湖北台鯵療所|湖北台 7-41一1011 88-8768 1外・内・鐙小，皮

371我孫子聖仁会病院 1湖北台 4-6-11路一31111内・外小・整産婦・脳同 ・皮白理・敏

381原因医院 l湖北台 1-15-111 88-3231 1 :耳

391貴船小児科医院 1i明北台 4-2 -8 1 88-10181 d、
401佐蔵内科医院 l湖北古 3-12-5 1 88-0934 1内

411錯津皮膚科医院|湖北古 3ー 13-3 1 88-31131 皮

421御子柴耳廊咽喉科 1湖北省 1-2 -1 1 88-56781耳 気

431星 野 医 院|湖北台 1-5ー 71 88-22481内・小・飼

料|佐蘭医院l新木野 3-6 -21188-13111内

451金 山 医 院|布佐2118-2 1 89-41661内 ・小

1 ~ _ 1 ~~n.n_ 1 nn  .... 1内・心・呼同・循・小外・艶形脳
461平和台病院|布佐2195 1 89-1111 1 1 ... ----- 1 -- ••. -11主泌・虹眼・耳・理由放，麻

89-26411 M .神・内

89-3101 1内・同

89-20851内

89-2471 1限

1990.12.1(4) 

休惨日

目白祝祭

日祝祭

日・祝祭・火・木・土

日祝祭水の午後

日・祝祭

日.W;許・本土町午桂

目的午後祝祭・木

目・祝祭木

目・祝祭 ・木

目祝祭木

日・祝祭・木

日祝祭第 l木
目・1兄軒水・月火木土
町午惜
日火木土

日・祝祭・木

日 ・祝祭

日 祝祭 ・水

日・祝祭木・土
日・侃楳火ホ土
町午後

日・祝祭・木

目・祝祭

自の午後祝祭・土

日・祝祭
目白祝祭・火 土
の午f量
日・祝祭・土

日・祝祭・土の午後
日祝県木之
の午i量
目的午後・祝祭・木

目・祝祭

日・祝祭木町午後

日祝祭

日・祝第・水土町午後

日祝祭土町午後

日・祝祭・土町午後

車1.3自の午控罰2.4，5の
日岡県ー火土の午世

日・祝祭・木

日・祝祭
日・火水町午1長・都し
5町土
B.祝祭，木土町午後

日・祝祭・木
目配鍛本自白 2、
4町土
日祝祭土町午後

日 ・祝祭・土

日・祝祭・土内午後

日・祝祭・水

日・祝祭

日・祝祭 ・木

白木土の午桂祝祭
日・祝摂・毎月の14

5:緩品火水両
f表土

内=内 科 同 = 悶 腸 科 婦 = 婦 人 科

外=外 科 ll=厄門科循=循環器科

小=小児科産婦=産婦人科気=気管良道科

形=形成外科放=放射線科心=心療内科

皮=皮膚科整=鐙形外科呼=呼吸器料

理=理学診療科眠=眼 科麻=麻酔科

耳=耳鼻咽喉科泌=泌尿器科繍=精神科

*&田T
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市内医療マヴヴ
突然の病気やケガの時、 自宅の近くにどんな病院や医院があるのか、どんな~療科

目があるのか主主どガわからず、あわててしまう湯合ガ意外と多いものです。この医療

マップは、市内の病院、医院、診療所、歯科医院の位置、~療科目、休診日忽どを渇
載しました。もしもの場合にお役立てください。主主お、診療関聞はあらかじめ各病院

等ヘご確認くださ い 。=保健センターまま(87)1131= 

市内の病院、医院、診療所が当番制で診療します。ご利用ください。

重重唾E 午前 9時~午後 5時

|テレホンサービス fi(85)1 3 1 3 

(夜間、病短三なぢ定時は t 
夜間的急病には、二次救急待俄病院と Lて、「我孫子つくし野病院I7

ピコ外科整形外科病院IJr宗仁会我孫子病院Jr我孫子塑仁会病院Jr平和台

病院」が、輪都で診療に当たっています。

直亙璽53 午後 5時~週間午前9時

|テレホンサービス fi(87)1 1 4 1 

，E 南
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図
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館
一
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だ
よ
り
J
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市
民
図
・
館
宮
(
倒
)
1
T
1
0

@
湖
韮
易
館

宮
(
U
)
3
0
5
5

0
布
佐
分
館

宮
(
ω
)
1
3
1
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@
穆
勘
図
書
館
宮

(
U
)
0
9
0
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tI). 6詰

ミ
=
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第794雪

@
湖
北
台
分
館

n
水
彩
画
H

V
作
品
・
作
者
花
野
(
6
号
)
岩

崎
真
理
子
(
湖
北
台
)
.
シ
ク
ラ
メ

ン
(
6
号
)
川
田
裕
美
(
湖
北
台
)

飼
育
小
屋
(
6
号
)
日
間
九
菜
緒
(
中

峠
)
、
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム

(
6
号
)
三
門
祐

也
(
湖
北
台
)
、
お
誕
笠
会
(
6
号
)

小
林
健

一
郎
(
湖
北
台
)

@
布
佐
分
館

H
油
絵
H

V
作
品
・
作
者
泊
跡
に
て

(
ー

か
ら
2
・
mw
号
)
、
遺
跡
に
て

(
3
・
m号
)
山
岡
山
山
手
(
背
山

台
)

圃
展
示
期
間
ロ
月
1
日
(
土
)
か

ら
ロ
月
初
日
(
水
)
ま
で

出
湖
北
ム
ロ
分
館
・
布
佐
分
館
で
は

絵
画
.
写
真
‘
曲
目
道
等
の
展
示
が

で
き
る
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
無
料
で
開
放
し
て

い
ま
す
.
期
間
は
ー
か
月
.
展
示

ご
希
望
の
方
は
、
各
図
書
館
に
お

気
経
に
ご
相
級
く
だ
さ
い
.

お
は
な
し
会

子
供
た
ち
に
織
し
い
絵
本
と
の

出
合
い
を
、
健
や
か
な
成
長
を
、

と
い
う
思
い
を
込
め
て
‘
楽
し
い

お
は
な
し
ゃ
絵
本
町
続
み
聞
か
せ

を
行
っ
て
い
ま
す
・

4
歳
か
ら
9

歳
〈
ら
い
の
チ
ビ
ソ
コ
集
ま
れ
ノ

亨
日
程
*
ロ
月
6
日
(
木
)
、
初

日
{
木
)
市
民
会
館
第
4
会
議
室

(;~) (自書館~) 12周の日号よか世

{
私
の
飽
き
怠
燭
所
〉
院
秋
の
宝
蔵
寺
H
関
山
栄
次
(
つ
く
し
野
)

J
」
こ
宝
麗
寺
台
は
、
砦
跡
と
聞
く
.
北
西
の
方
、
事
色
た
だ
よ
う
布

施
の
森
か
げ
か
ら
、
ひ
ず
め
の
・
き
ガ
聞
こ
え
、
眼
下
の
つ
く
し
野
の

谷
津
田
か
ら
急
を
聞
き
つ
け
た
観
兵
濯
が
、
晩
秋
の
夕
日
を
あ
び
怠
ガ

ら
、
次
々
と
鐙
っ
て
く
る
よ
う
忽
鐙
覚
巳
お
そ
わ
れ
る
」

写
真
募
集

こ
の
棚
に
械
せ
る
写
真
を

募
集
し
ま
す
.
テ

1
7
は
「
私

的
好
き
な
こ
の
場
所
、
こ
の

*
ロ
月
日
目
(
木
)
布
佐
分
館
お
は

な
し
の
部
屋

V

時

間

午
後
3
時
鈎
分
か
ら
4

時

風
品
川
」
・
別
紙
に
住
所
、
氏
名
、

電
路
番
号
、
城
山
W
年
月
、
場
所
、

υと
件闘
を
明
記
し
、

我
郁
子

t

8
5
8
市
役
所
広
報
広
聡
繰
へ

ど
う
ぞ
・
(
薄
鮒
進
呈
)

属疋ご敏室

内
同
町
時
物
館
で
は
、
鳥
に

υた
曹

参

加

費

2
0
0
同

し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
企
画
と
し

'
m師
佐
務
官
氏
(
日
本
町
胤

て
、
今
回
初
め
て
『
鳥
だ
こ
教
室
」
内
会
)

を
子
ど
も
途
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
往

…

ダ
イ
ヤ
型
的
た
こ
を
作
っ
て
烏
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
.

的
絵
を
怖
い
て
大
空
に
飛
ば
し
て
電
話
番
号
、
午
前
・
午
後
の
い
ず

一

み

ま

せ

ん

か

・

れ

か

を

明

紀

し

、

ロ

月

ロ

日

(

水

)

マ
日
時
ロ
月
幻
自
(
日
)
郷
l
回
ま
で
に
高
野
山

2
3
4
の
3
・鳩町

・
:
午
前
9
時
印
分
か
ら
ロ
時
ぬ
分
博
物
館
宮
(防

)
2
2
1
2
へ

第
2
回
-
-
・
午
後
1
時
鈎
分
か
ら
3

時
日
分

曹
場
所
ぬ
の
博
物
館
実
験
室

V
募

集

人

員

各
国
初
名

V
対
象
者
小
学
生
以
上

f
y
~
¥
 三

V-E-

一手づくりだこにチャレンジー

鳥の博物館

時
集

刻
募

「
あ
ふ
れ
る
絵
本
町
中
か
ら
感
絵
本
と
の
出
会
い
を
求
め
、
絵
本

動
や
答
び
な
ど
を
子
ど
も
述
に
に
興
味
の
あ
る
お
か
あ
さ
ん
も
し

伝
え
た
い
・
た
く
さ
ん
の
絵
本
だ
い
に
消
え
、
今
は
と
て
も
に
ぎ

の
中
か
ら
い
い
絵
本
と
の
出
会
や
か
に
な
り
ま
し
た
」
と
代
表
的

い
を
求
め
」
絡
ま
る
グ
ル
ー
プ
.
回
且
野
知
子
さ
ん
。
現
在
会
貝
数
は

4
年
前
、
絵
本
が
好
き
な
お
ば
日
当
活
動
は
月
1
周
お
も
に
市

か
あ
さ
ん
3
人
が
集
ま
り
会
を
民
会
館
で
行
っ
て
い
る
.

結
成
・
「
は
じ
め
は
会
貝
も
少
な
ひ
と
つ
の
テ
1
7
や
ひ
と
り
の

く
寂
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
が
、
作
者
の
絵
本
を
図
書
館
な
ど
で
そ

ろ
え
て
も
ら
い
、
お
か
あ
さ
ん
同

士
で
続
み
聞
か
せ
を
し
、

子
ど
も

の
悦
占
山
で
絵
本
町
良
さ
を
味
わ
い

な
が
ら
話
し
合
う
.
テ
!
?
は
各

自
が
自
由
に
決
的
、
毎
月
当
番
制

で
絵
本
を
紹
介
し
あ
っ
て
い
る
.

間
続
後
の
話
し
合
い
で
は
、
感

じ
た
ニ
と
を
自
由
に
い
い
あ
っ
て

い
つ
も
時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
熱
中
.

「
毎
回
絵
本
を
説
み
な
が
ら
意
見

を
だ
し
あ
い
、
お
し
ゃ
べ
り
を
す

⑪ 動綱易

鎗本 の会

る
の
が
と
て
も
燦
し
み
」
と
会
貝

の
み
な
さ
ん
.

今
回
は
ス
ウ

&
1テ
ン
町
絵
本

作
家
エ
ル
サ

ベ
ス

コ
7
的
作
品

を
テ

l
守
に
「
も
つ
の
こ
び
と
た

a
p
h
V
E

・

ち
」
等
を
市
内
さ
ん
が
感
情
を
ニ

め
て
朗
読
.
こ
の
本
は
明
る
く
色

V みせ・絵き引 が小欧彩
連 て υ本にと「絵きの盟
絡は l をな希絵とな自か
先ぃ j立探 つ E型車文 田然な

か給してををか舎やイ
宮星が本てもあ i泊ら町四ラ
辰 野 で の い ら た し 伝 的 季 ス
)知す会るいえてわ心
。子かにおた、子る t且子町
6 ・参 かい絵ど.まど中
5 力日あ』。本も るもに
2 しさいを逮 情の

んい量子に 感姿北

Zさ芸 賞3孟ir芸品 ( 姐・ 文芸だよ川皆さんカ引るコーナーです a

L ハ料 - ~セ V グ 料‘i ，;有h 締切1;1毎月 13日(必渚). 1人 l作に限リます.
込松で 用でま 也}iI
み 岡 小*ト*- す 芝 山本寛 太選 応蹴は我孫子1858市役所広臨時課.付、

g 本 林各〈毛〆、~_ 11 ，;;a 月l日号の文芸だよリli知合によリ釘休みします.
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自
町
内
博
物
館
で
は
、

常
股
展
示
で
は
展
示
で

き
な
か
っ
た
収
蔵
庫
に

保
管
さ
れ
て
い
る
エ
ミ

子
ー
の
ひ
な
な
ど
数
多

く
の
烏
町
線
本
を
展
示
。

こ
家
鋲
お
そ
ろ
い
で

ご
来
館
く
だ
さ
い
.

V
期
間

内
同
月
日
日

(
火
)
か
ら
平
成
3
年
1

月
幻
日
(
日
)
ま
で

V
問
い
合
わ
せ

山岡町

博
物
館

曜日 日 ステーション名 場 所 時間{午後)

5 中 峠 中峠亀田谷公園 1 : 30-2 : 10 
水 湖 ~t 湖北地区公民館 2・20-2:50

19 新木野 あらき野スト 7 N 3 : 10-4 : 00 

本
6 天王台 天 王台東児At公団 2 : 00-2 : 50 

20 Tf 山台 柴崎古 4 号 公 団 3・10-4・00

金
7 久寺家 久 寺 家 あ けぼの公団 2 :∞ 2 : 45 
21 っくし野 東怠ンヨ yピングセンタ 裏 3目∞ 4・00

水
12 布 佐 都- 1'1 年 館 2・∞- 2・45

26 布佐平和台 布佐南近院セ ンタ 3 : 00-4 : 00 

13 自 山 洋屯機社宅入口 l・40-2 : 20 
木 並・ 木 九石家具駐車場 2 : 30-3 : 00 

27 台 図 台回池尻公聞 3:20-4:00 
4且 p 中 鈴木よどヲ関前 1:30-2:00 

金 14 桜 P l!IFi近隣センタ 2・10-2 : 40 
つくし野 東急ショ yピングセンタ 袈 3・00-4 : 00 

九百IYf';~X(!j 

h
F

一
一
備
に
参
加
し

τみ
ま

せ
ん
か
。
た
だ
い
ま
会
員

募
集
中
:
。

企
総
本
の
会
の
み
な
さ
ん

僻句

染 谷 呆 径 選

萩
の
花
夜
自
に
も
し
る
〈
倣
り
こ
ぼ
れ
久
保
田
幸
校

諜
を
も
る
る
悶
ざ
し
た
ぬ
し
ゃ
削
除
制
削
戸
む
的

行
き
行
き
て
花
野
に
パ
ス
を
姶

υけ
り

岡
田
川
町
治

一
訟
の
刈
田
を
走
し
り
ロ
ー
カ
ル
級
長
谷
川
敏
子

運
動
会
目
を
肌
に
し
て
孫
四
怖
が
す
三
谷
和
夫

七
五
三
柑
ぎ
帥

す

き

と

町

長

松

浦

臼

徳

間

路

市

木

し

入

口

出

口

枯

木

立

公

乎

孝

問

秋
深
き
眠
れ
ぬ
夜
の
つ
ら
さ
か
な
萩
谷
日
出
夫

沼
袋
る
る
州
押
さ
す
品
川
に
初
時
間
壁
谷
千
鴎
子

館
お
り
て
い
よ
い
よ
探
し
空
の
舵
本
多
喜
久
子

冬
糾
や
わ
が
影
踏
ん
で
ト
ラ
ク
タ
ー
野
口

こ

う

栗
い
が
や
母
と
子
が
む
〈
窓
の
へ
に
田
中
良
弘

駄
目
な
か
迎
な
る
鎖
的
川
町
田
に
尾
を
た
た
島
ゐ
る

産

卵

な

す

と

染

谷

新

一

吹
き
つ
く
る
さ
織
の
中
に
駒
訴
は
新
芥
立
ち
た
り
花

町

料

。

て

公

手

学

問

監
の
色
ふ
か
め
て
咲
け
る
つ
ゆ
認
に
人
に
は
告
げ
向

お

も

ひ

う

か

ぴ

米

井

上

由

起

子

山
茶
花
の
ひ
そ
と
欣
り
く
る
地
に
作
て
ば
老
い
の
心

的
ゆ
る
る
思
U
す

制

戸

む

め

き
ら
は
れ
て
群
れ
て
生
ひ
た
る
抱
立
市
い
ま
あ
ざ
や

か

に

咲

き

で

あ

り

け

り

三

谷

和

夫

ず
い

E
《

静
か
な
る
有
山
市
苑
に
水
琴
胞
の
音
冴
え
U
V
く
木
洩

目

的

中

奥

喫

吏

江

晩
秩
の
内
回
肺
線
を
ひ
た
走
る
却
慾
よ
り
眺
む
勝
町
内

富

士

小

出

礼

子

ひ
と
か
た
に
向
け
る
か
ず
か
ず
赤
ト
ン
ボ
駄
目
に
命

か
が
や
か

し

槻

ぷ

関

口

静

江

更
け
て
行
く
師
走
向
型
に
尽
つ
か
な
わ
れ
に
春
秋
い

く

つ

残

ら

ん

姻

佐

一

ぽ
ふ
ぽ
ふ
と
生
ふ
る
秋
車
内
見
は
る
か
す
彩
な
き
花

町

群

れ

し

草

原

猪

又

静

抜

356 
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湖
北
台
の
ほ
ぼ
中
央
、
成
回
線

に
そ
っ
て
湖
北
台
八
丁
目
自
治
会

が
あ
る
・
(
右
図
参
照
)

会
白
川
は
2
9
3
世
帯
(
同
日
班
)
、

約
河
名
町
商
庖
主
的
他
は
、
ほ
と

ん
ど
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
織
成
。

自
治
会
活
動
は
活
発
で
、
そ
の

中
で
も
特
に
.
自
主
防
災
対
策
に

は
力
を
入
れ
て
い
る
。
「
防
災
町
会
」

は
昭
和
的
年
発
足
。
発
電
微
や
投

光
m
布
、
そ
し
て
プ

l
ル
の
水
や
汚

れ
た
水
を
飲
料
水
に
安
え
る
ろ
過

機
ま
で
踏
倒
し
て
い
る
。

今
年
か
ら
会
長
を
務
め
る
稲
田

康
平
さ
ん
に
自
治
会
を
紹
介
し
て

い
た
だ
い
た
.

「
防
災
的
経
質
は
す
べ
て
資
源

/j，f 
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ク
リ
ー
ン
手
引
沼
舵
進
協
議

会
で
は
、
手
初
日
沼
浄
化
へ
の
聞

い
を
込
め
た
、
例
年
版
手
穴
沼

カ
レ

ン
ダ
ー
を
作
成
し
ま
し

rz

カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
今
年
内
手

釘
沼
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
内
応
募

作
品
2
9
4
引
の
中
か
ら
選
ん

だ
も
の
で
、
今
回
で
6
作
目
.

大
き
き
は
B
3判
で
、
四
重
'
祈

勾
円
美
し
い
手
賀
泌
が
と
ら
え

自治会訪問9
交 を " 仲
漏 毛 よ
を ツ く
深 ト
め 楽
る に し

O 、く
11 

豊湖

y気u ~t 富」ロa、
八 な丁 よ目 行

く自

事治

" 会 で、
11 

回
収
で
得
た
資
金
ー
ニ
の
お
金
で
、
え
て
袋
の
中
身
は
ユ
ニ
ー
ク
な
も
子
ど
も
逮
は
大
き
な
芋
を
手
に
、

全
世
帯
に
防
災
袋
を
始
め
、
毎
年
の
も
あ
り
ま
す
.
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
殺
し
ん
で
い

l
点
、
防
災
用
品
を
配
布
し
て
い
自
治
会
内
最
大
町
イ
ベ

ン
ト
の
ま
す
・
午
後
は
町
内
向
公
聞
で
苧

ま
す
・

9
月
最
初
め
日
隔
日
を
バ
附

1
つ
は
.
恒
例
的
ぷ
T

倒
り
、
草
魚

品
罰
金
。
豚
汁
や
焼
そ
ぱ
、
収
筏
し

災
訓
練
の

B
H
と
定
的
、
各
庇
ご
会
~
今
年
は
1
5
0名
が
参
加
し
‘
た
ふ
か
し
芋
な
ど
を
ほ
お
張
り
な

と
に
集
合
し
、
防
災
袋
町
中
味

を

日

月

3
日
に
実
施
u

午
前
中
、
家
が
ら
、
カ
ラ
庁
ケ
や
罰
だ
て
茶
会

占
山
検
し
あ
-
つ
ん
で
す
@
各
自
が
考
旅
そ
ろ
っ
て
畑
で
苧
織
り
を
体
験
。

で
秋
め
I
日
を
尚
喫
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
市
民
向
森
が
開
国
し

た
の
を
き
っ
か
け
に
、
五
本
松
公

園
や
市
民
的
森
ま
で
の

H

歩
こ
う

会
w

を
新
た
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
的
モ
y
ト
l
は
、
作
仰

よ
く
、
楽
し
く
‘

元
気
よ
〈
0

.

今
後
も
こ
れ
を
守
り
な
が
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
行
惑
を
泊
し
て
、
さ
ら

に
.
交
流
を
深
め
て
い
き
ま
す
」

V
会
長

稲
田
康
平
湖
北
台
8

の
M
の
初

今 日か ら配布

最地
太 一
規百 で
模 :ヲ~ -

2白

i慢
霊:ω
4益 ー 1主合本年 専 ま 尖 気

2蚕:11iii5522
iJ:i. のま川九本格い

晶網:刊誌完投
覧
会
へ
の
出
品
は
、
当
時
の
「
盤

蚕
は
近
来
漸
く
発
達
の
絡
に
就

き
盛
ん
に
行
は
る
る
も
の
の
如
叩

し
」
地
域
状
況
主
回
敢
に
し
て
い
柑

る
わ
け
で
す
が
、
明
治
町
四
年
に
は
、

我
孫
子
駅
近
く
に
山
一
林
組
我

孫
子
支
局
の
生
糸
工
場
が
操
業

し
ま
し
た
@
大
正
期
に
は
、
エ

女
3
百
名
、
生
糸
高
5
干
貨
と

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

山
一
林
組
は
、
有
名
な
労
働
争

被
と
大
恐
慌
の
な
か
で
、
昭
和

初
め
に
倒
産
し
、
地
元
町
操
業

も
止
ま
り
ま
し
た
.
そ
の
後
、

生
糸
工
場
は
昭
和
U
年
か
ら
石

見
よ
り
も
柔
か
く
蚕
児
を
傷
つ
け
尺
5
寸
悩
2
尺
5
寸
の
長
方
形
で
、
紙
商
庖
(石
橋
生
糸
)
が
経
営
し
、

ま
せ
ん
.
そ
し
て
色
白
〈
、
強
引
制
定
価
は
2
枚
1
組
で
6
1
8銭
で
近
年
ま
で
検
業
を
つ
づ
け
ま
し

で
、
酎
久
性
に
も
秀
れ
て
い
ま
し
し
た
。
年
間
数
万
枚
が
魁
造
販
先
た
。
最
近
、
そ
の
記
録
が
横
浜

h
r、
そ
れ
で
閣
草
魁
よ
り
衛
生
面
さ
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
博
覧
会
市
史
で
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
も
経
済
性
で
も
究
れ
て
い
る
と
で
ど
の
よ
う
な
評
判
を
得
た
の
か
も
、
女
性
史
研
究
者
の
調
査
で

い
う
訳
で
す
・

知
ワ
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
残
念
わ
か
り
、
明
治
か
ら
昭
和
に
至

こ
の
評
判
的
竹
身
線
製
床
網
は
、

な
が
ら
そ
の
記
録
は
破
っ
て
い
ま
る
地
元
建
蚕
と
生
糸
町
歴
史
的

明

治

お

年

に

農

商

務

省

内

蚕

業

訳

せ

ん

.

解

明

が

期

待

さ

れ

て

い

ま

す

.

験
掛
か
ら
「
使
用
上
ノ
使
益
及
溢
こ
の
地
元
か
ら
の
内
国
勧
業
博
(
市
史
制
さ
ん
皐
)

に
は
泌
気
の
駆
除
が
第
一
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
点
で
は
‘
竹

身
同
開
削
岩
床
網
は
湿
気
を
吸
収
す
る

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
配
録
が
み
こ
と
少
な
〈
、
ま
た
使
用
上
で
便

っ
か
り
ま
し
子
、
そ
れ
は
戦
前
日
利
な
面
が
多
〈
あ
っ
た
の
で
す
.

本
の
愉
出
品
の
花
形
、
生
糸
を
丞
竹
身
線
胆
床
網
は
、
若
竹
内
滋
維

む
養
蚕
の
用
具
の
新
案
白
川
で
し
た
.

を
用
い
る
た
め
、
吸
湿
性
に
高
み

新
考
案
の
製
品
は
、
地
元
下
ケ
カ
ビ
が
生
じ
や
す
い
削
草
網
ょ
。

戸
内
染
谷
米
蔵
製
造
と
さ
れ
、
「
竹
温
気
を
吸
収
し
ま
せ
ん
。
ま
た
外

め
U
こ
-r
川
上
，
φ
4

最
近
は
陣
覧
会
が
各
地
で
盛

ん
で
ブ

l
ム
と
な
っ
て
い
て
、

大
阪
の
「
花
町
万
博
」
は
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
・
ま
た

現
在
、
拡
張
メ
y
セ
で
は
「
食

と
織
ち
ば
博
覧
会
」
が
開
催

中
で
、
我
孫
子
市
も
展
示
に
参

加
し
て
い
ま
す
.

き
て
、
日
本
の
博
覧
会
的
草

分
け
は
、
明
治
政
府
が
開
催
し

た
内
国
勧
業
博
覧
会
で
あ
る
と

い
わ
れ
ま
す
。
第
1
図
は
明
治

問
年
に
東
京
の
上
野
公
園
で
ひ

ら
か
れ
、
明
治
初
年
同
大
阪
天

王
寺
会
場
ま
で
、
計
5
回
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
.
そ
の
う
ち
第

5
回
大
阪
会
場
は
最
大
規
模
と

な
り
、
来
鋭
者
は
4
3
5
万
人

に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

こ
の
大
阪
会
場
町
内
国
勧
業

博
覧
会
に
、
地
元
か
ら
出
品
し

務
葉
を
踏
み
し
め
、
自
然
を
観
察

ら
れ
て
い
ま
す
.

カ
レ
ン
ダ
ー
を
希
望
的
方
に
・

は
、
市
役
所
環
境
保
全
諜
で
配

布
し
ま
す
.
な
お
、
数
に
限
リ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ー
人
1
部

と
し
ま
す
.
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

V
問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
手

賀
沼
推
逝
協
総
会

(市
環
呪
保

全
線
)

ぴ

『

ιー

(Jij 

れ

あ

『

也ー

れ
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物経で新りの極身
蚕 で 済 的 ヨ 粧 の 灘 で 線
児し性出j“の蚕fをす製
の た に 草 討 す 児ζ般。床
大. 秀と 製を い蚕 綱
敵 れ比の飼て綱 L

は てべ蚕育、は ι

蚕 いて網す陣ト、予
f珂 る、 Iまるイt;-そレ
で の街、民しの蚕

が 生 そ 具 た 上 網
予 売 面 れ で ぱ に の
防 りとます;か桑ー

あ

ぴ

「
姶
て
れ
ば
ゴ

ミ
で
も
活
か

せ
ば
資
淑
」
を
テ
!
?
に
‘
第

同
日
回
消
費
生
活
展
が
日
月
口
日

(
土
)
、
同
日
(
日
)
の
2
日
問
、

ア
ピ
ィ
ホ

l
ル
(
イ
ト
l
ヨ
l

カ
ド
l
我
弥
子
庖
3
階
)
を
会

『

ιー

あ

れ

れ

『

<-

場
に
閥
悩
き
れ
ま
し
h
f、

生
活

7
ラ
プ
生
活
協
同
組

合
な
ど
参
加
9
団
休
は
、
テ

!
?
に
そ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
療

境
ゴ
ミ
間
屈
を
趣
向
を
凝

ら
し
て
展
示
.
資
相
聞
や
自
然

環
境
内
保
畿
な
ど
を
訴
え
て

い
ま
し
た
。
延
べ

1
5
0
0

人
を
紹
す
来
場
者
か
ら
は
、

「
見
や
す
く
、
と
て
も
勉
強

に
な
っ
た
へ
『
ま
た
や

っ
て

ほ
し
い
」
な
ど
評
判
は
上
々
。

展
示
の
前
で
は
、
熱
心
に
見
入

る
人
や
係
員
に
説
明
を
求
め
る

人
的
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
、

関
心
的
高
き
を
伺
わ
せ
て
い
ま

し
た
.

第

何

回

消

費

生

活

展

自
然
環
境
保
護
を
訴
え
る

357 

湖
北
村
誌
刊
行
叩
周
年

郷
土
史
学
習
の
必
読
書

『
湖
北
村
誌
』
の
初
版
本
は

大
正
9
年
ロ
月
に
刊
行
さ
れ
、

今
年
で
ち
ょ
う
ど
河
周
年
を
迎

え
ま
し
た
.

当
時
は
大
正
天
皇
内
即
位
記

念
事
業
と
し
て
、
東
葛
飾
郡
は

市て験か
民監で、 11
町村甘さ自月
殺をる然 18
』 進市町目
的 め 民 し 吉
開 てのく と
園い森み
式た鱗を生士
ヵ< ~ 1 寺E ワ ー-
4〒 岡 号 u'空 雨明
わ発と ‘の 戸司

れ戸し f本 な 発

でど穏 ま 戸コ
市、貝式し 人
民約‘にた i'n
li 40 r有 I;l:・ II~
「名機 、 巨主
多が会大 E可
〈出筒井 月、
の I市員 市 V.J 
市 。、 長 官

民そ t也 君採
がめ~/l'i県 ~. 
自な者機 D' 
然 か な 会 二二

_'I'___&I'IY __ 朔
散祈板や司竃姐困・・l'.1'l・~BW 熊物 いのと J一
手々も野 司司n.， 会的 関」森級国

の 故 . 向 『同也酢 - が専園とづし ー掛
る 自置 、に のの をみ迎行門式あくむ
こ然き昆なは ス こ 楽しれわ 君主料いりこ
とをれ虫っかツのしめなれの了きをと
が 栄て ‘て 、 l森んなど .~ 1圭つ今が
で しお 4直いクルにでがカ<r.;車内はし後で
き みり 物る イやはいら落れで、まもき
まな、の樹 λ・ベ・ま、議た白鳥し進る
すが四解名 形ン九し散を家然やため市

ら 季 自 見板式チ太た策 m族観椛。た民

ぴ

郡
総
綱
き
ん
を
企
画
し
、
同
時
に

郡
内
向
町
村
も
一
斉
に
史
誌
を
縮

む
こ
と
に
な
り
ま
し
h

ー
も
こ
の
中

で
『
湖
北
村
総
』
は
、
地
元
町
医

師
菅
井
敬
之
助
が
、
数
々
の
苦
般

を
克
服
し
て
‘
中
野
治
問
問
博
士
ら

の
協
力
を
得
て
編
集
し
、

切
行
さ
れ
ま
し
た
.

こ
の

『村
誌
』
は
昭
和

何
年
に
市
史
編
さ
ん
委
貝

増
間
後
二
氏
に
よ
っ
て
復

刻
さ
れ
.
さ
ら
に
日
年
に

「
我
孫
子
市
史
資
料
」
と

し
て
刊
行
し
て
い
ま
す
。

市
内
協
力
・
庖
で
頒
布
中

の
『
湖
北
村
民
』
(
一Z
D
D

円
}

『

ιー

あ

れ

れ

『

ι， 
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(対前年比)

人口121，154人C+1，∞1人〕

男60，835人女60，319人
*世帯数38，946也得(+ 947t!!得)

・市民図宙館本館84-1.110 湖北台

分館87-3055 布佐分館89-1311

穆動園8飽87-0909
・都市己宣造事務所 85-1171
.~体障害者福他センター 88-0141
・あらさ園 88-4188
・つつじ荘 88-0123
・生活環境採(浄ft:憎)87-2379 

(ゴミ)87-∞15(し尿)88-2547
・布佐南近憐センター 89-3740
・天王台北近隣センター 82-9988
・仮戸近隣センター 83-5363
・湖北台市民センター 88-9927
・布佐市民センター 89-1193

-市役所本庁 85-11'11
・つくし野亥所 84 邸01
.湖北白吏所 88-0828
・湖 北 支所 88-2111
・布佐支 所 89-2お8
.敏宵蜜員会 85-1'151
・水道 局 84-0111
・消防署 84-0119
・少年センター 84-19∞
.保健センター 87-'1131
.市 民 会館 84-3311
・中央公民館 82-0515
・鳥の情物館 85-2212
.市民惇育館 87-1155

分から2時〈入湯熊料〕

i幼児教室保育者1I戸籍の附察をオンライン化I(⑫③⑪⑧⑧ 
惨募集人員 若干名〈幼稚図書担臨

または保田の貸借を南方る者〉

b問い合わ世 湖北白鈎児殺室

早田宮(88)例85

|学童保育指導者1

般課後の子ども還と楽しく遊ん

住民記録印鑑外国人笠銀に O干猿県1周 守人マラソンの完走

引き続き、12月3日〈角〉から戸周 を~愈して二宮普脇織〈湖北白〉か

の附頭についてもオンライン化さ う緑の護金にと T∞万円の寄付ガ

れます。戸績の附票とは市内に本 ありまし定。

箱を有する蓄について、住所思歴 0我孫与市北部胞威文化祭実行委

を配践しだものですo

'問い合わぜ市民際

員会憎から往会福Mlii1id量盤情豆盆

にとサ万円の窃i甘がありまし定。

でくれる人を求めています。 I穴后法「第i1橿大線償小 I (?フサ医療器慨活保(布佐〉から保

惨募集クラブ名 疋んぽぽクラブ |売后舗出回酎函」の説明会| 健セ〉ターにと車栂=子のw脂ガあ

遊辺ft(関)1378、ひかりクラブ宵 砂日時樋所 12月6日(木〕午後 りましだ。

木君(88)9019、ひばりクラブ宗像 1関30分 下新木符年館 。星野家観せき 同慌〈湖北台〕か

官 (84)37ω〈し、ずれも夜間〉

|工戸口ピクス同胎会員|
惨 錬 留 日 月2回〈火健日予定〕

砂樋所 録戸近隣センター〈泊所

ガ確保された煽合に限る〉

砂金費 1αJO同
砂入会金忙削円

砂連絡先笹原宮(84)5093

|扱刷会(古武道扇面1

砂小売庖舗名 マ)[，工ツ新木野后 う手をつ砿ぐ視の会にと刊万円の

惨問い合わせ我孫子市高工会 窃同ガありました。

s(82)313(?(味〉シチズン商事I儲ガら福祉の

|引カーの貸し出し だめにと盲人用嗣問 団 の 制

ゅうあい我孫子雪Jlガありまし疋。

市では、 陣容を賂つ方ゃあ年寄 り我孫"子第四小学伎児童会蟻から

りの外出をお手伝いする福従力 福祉のためにと2万5676円の衛問

の貸し出レをしていまです。 ガありましだ。

砂利用できる万 市内に住所ガあ り北本鎮夫様〈つくし野〉から祉会

り 、 次に~当する万 渇祉施叡窓備軍金にと10万円の寄

f111~\島問害者〈児)および高齢者主主 伺ガありました。

-・蝿所湖北台西小学棟体育館

砂餌習日開白 週 月 木 瞳 自 らびにその家族 りかなめ会僚から社会福祉施殴琵

午後ア時から9時 ほ)社会福他国俸、技会福祉施設 備室金1こと2万7白O円の量雷同ガあ

りまし定。

平成3，4年度に市ガ発注する

工事、コンサルヲント、物Iid、委

庇料の競争入札に害事加を希望する

|市長杯争奪囲碁大会| 立与党名tf24272?J22ctT23f?5:?
砂目時 12月16B(目〉受付午前8 16ミリ映写機操作鵠習会常留と明 今回l耳、肉年受け伺けの初年度に

時め分から9筒30分まで。対局開 記し、 主主孫子1684教育室署員会宇士会 あ疋るだめ元年に県出した万も再

始午前10時&毒事加賀15∞円 叡育E県宮〈邸〉竹51へ 度浸出してください。

惨損所湖北台市民センター | 障害者問題地続~iHll:!II座| 砂申悶・の販売指定儀式。平成

惨対厳市内在住、在働、在学者 | ( ふ れ あ い フ ォ ー ラ ム)I 3年オ月16日〈水)ガら2月8B

砂問い合わ世我孫子市圏母迎盟 砂日時 12月14B(金〉午後守時30 (金〉まで市役所管財課巳て1部

佐久間宮(82)2937 分ガら4時(害事加賀無料庇氾円で販売。

|聖書室児とミユージ力川 崎所東葛飾合同庁倉6階 時け何け郵送。早成3年2月

ま せ ん か 砂対縁者東葛地殴の干譲県民 15日〈金〕まで!こ我孫予郵便局必着。
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惨日時 12月21日〈金〉、 22臼〈主〉 惨募集人員 1008程度

〈午後2時間演、入銅賞n判〉
修也所野田市文化会館

砂上演 ミユジ力)[，r擦の王線J

b問い合わせ 野田市身障者福祉
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会宮(22)1418 惨募集人員 30名

|動く物価教室1:zz::223引用18巴

砂日時早成3年1月22日〈火〉午 〈金〉

前9崎30分から午後4時 砂問い合わぜ成田赤十字雪盟専

砂見学コス東 福 飾 合 同 庁曾前 門学際ft0476(22)23竹内線381へ
組合(松戸市)-(味〕目立ホームテ |筑波大学付属盲学侠

ツク4自工樋(伯市)-二ツ力ウイス | 幼稚・小学部幼児・児童

キー(筏H日工場〈伯i'fj)-tJ戸市 惨募集人員鈎維部年少組(3・4

砂毒事加費 無制(経食の用意あり〉 歳児)58、年度組(5歳児編入) 1砂日時 12月16日〈巴〉第オ固 午

惨申し込み・問い合わせ往復ハ 若午名、小学部第オ学年百学級フ|前10時、第2回ー午後T筒30分間

ガキに住所、氏名、年齢、 llt&'i醤 名、弱視学級7名、笛学年盲弱|演〈約2時間、開楓は開演お分前〉

号、実施目、主主加希望の奇繍を明 視学級編入若干名 !砂出演劇団「東少J

記し、寧成3年オ周10日〈木必着〉惨出願期間 12月12日〈水〉から201 ~入園田科 医泊同〈全席自由〉

までに〒260-91干察中央郵便局私 自〈木)(選雪白は来年1月25白) 1砂問い合わせ社会叡育課

書箱40雪県吉県民生活課 fi0472 炉問い合わせ 悶侠文京区目白色 | 置く85)1151

(23)22ωへ 3の27の6n閃(943)5421へ

。)社会福祉ポランティ戸

砂貸出料無制。 Z三だし、使用し

疋燃料は返却時に同菌を楠給。

。明録会懐刀ら祉会福祉錨股謹(情

基盆にと15万円の寄(甘ガありまし

国冒曙盟理軍司謂師圃

置
11.:t 1 '"酒書棚=肺民センヲー9初-11泊

12 
月 3月

覇 4火 1..-涜律相政=市醐掘9∞から潤帽闇

5水 市消費生活棚=晴樹針。∞-15∞

6木 ゆz官v年値水康道金相相料峨殴童納市入つ期民つ相限じ続荘=室1預0叩壷∞口。∞~座叶11俣e53白00∞ 日

7金宙人権行制服=市民輔副∞-15∞

8主 I~市役所閉庁〈一回の闘は除< )

112水

幾 11~木
'1"it 114金

支堕士
16a 

E 消貫生活相麟 z市民相訪室10∞-15∞

申宣記相腕=市民相説室10:∞-12∞
宙笹原組腕=つつじ涯10∞~竹 30

官不副産相殴=市良川自主書室10∞-15∞

日酒寄縄民=奇市民センヲ 9・お-11:30
9 少年の白
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